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1. 研究の背景と目的 
































































が示され，残存率はS = S0 exp(–x /  )で記述される．ここ
で，基礎残存率 S0は湿度操作によらない作用による残存率




































































すると，出口でカウントされた粒子の約半数は0.3 ~ 0.5 m
以下であり，大きな粒子は計測されず，重力沈降の促進効
果は認められない．また，実験結果の除去率を重力沈降で






















その結果，除湿器から流出する空気には7 ~ 9 mの粒子が
多く含まれ，最大で 11 m程度の粒子が浮遊している事が
わかった．また，除湿器出口において粒子軌跡の観察を行
ったところ，底面に到達する粒子の存在を確認できた． 
凝縮核カウンタ・光学式パーティクルカウンタによる計
測からは，除湿器内で核凝縮が起こり，ミクロンサイズ粒
子が大幅に増えている事がわかった．さらに，レーザー光
を用いた粒子濃度分布の可視化からは，除湿器内下流・上
方で粒子濃度が下がっている事がわかり，干渉縞からの粒
子径測定では粒径10 m前後の粒子が除去されずに出てき
ている事が判明した． 
これらの結果から，湿度操作空気清浄においては核凝縮
によって成長した粒子の重力沈降が粒子除去に寄与してい
ると考えられる．  
 
第 4 章では，本研究で得られた知見をまとめた．湿度操
作空気清浄法は核凝縮・重力沈降，吸い込み流れ，熱泳動
により浮遊粒子状物質を除去する空気清浄法であり，ナノ
～ミクロンサイズの全粒径範囲の粒子の除去が可能である．
さらに，70oC 未満の温度範囲で 99.5%以上の除去率が得ら
れる事が実験的に示された．今後，核凝縮の寄与を定量的
に評価して最適湿度操作条件を特定し，高流量化への対応
へ向けた研究が進む事で，実用化に向かうものと期待して
いる． 
 
